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2023 年 12 月 12 日配信【№31】  ≪配信枚数 4 枚≫ 

「天若湖アートプロジェクト２０２３『あかりがつなぐ記憶』」を開催 

学生約３０人が協力し日吉ダム湖（天若湖）面に 

かつてあった集落のあかりを１１月４日夕刻から５日深夜にかけ再現 
 

摂南大学（学長：久保康之）理工学部 都市環境工学科の石田裕子教授研究室及び、ＰＢＬ

プロジェクト「寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト」、

摂南大学エコシビル部の学生約３０人を含む「天若湖（あまわかこ）アートプロジェクト」

実行委員会が「天若湖アートプロジェクト２０２３『あかりがつなぐ記憶』」を１１月４日（土）

夕刻から５日（日）深夜にかけて開催しました。 
 

【本件のポイント】 

● 学生を含むプロジェクトメンバーでＧＰＳを使って当時あった建物の位置を測定、

水没した場所に暮らした人々を思いながら、ライトを設置し、集落のあかりを再現

しました。 

● 上流と下流、流域市民の間でダムの恩恵と共にその地域にあった人々の生活を回想

することで共感的理解を創出しようとする意義の深いプロジェクトです。 
 

 天若湖は、「水害に挑み」「水枯れを防ぎ」「水の恵みを広く活かす」という目的でつくられた

「日吉ダム」(京都府南丹市日吉町)によって生まれたダム湖で、京阪神地域の水瓶として下流の

人々の生活に多大な恩恵をもたらしてきました。 

 

 そこには、かつて７つの集落があり、ダム建設にともない５集落が水没しました。本プロジェクト

は、水没した人々の家々や学校、保育園、神社、お寺などの真上に位置する湖面に一年に一晩だけ

あかりを浮かべ灯すというものです。今回は水没した２集落の夜景を再現しました。 

 

 学生たちは、ＧＰＳを使って当時あった建物の位置を一つ一つ測定し、水没した場所に暮らした

人々を思いながら、ライトを丁寧に設置して、その地にあったであろうあかりを再現しました。 

 

 天若湖アートプロジェクト実行委員会は、２００５年夏より夜の湖面にかつての村々のあかりを

灯す「あかりがつなぐ記憶」を中心に「天若湖アートプロジェクト」を実施しています。本学学生

は初年度より本プロジェクトに参加しており、卒業してからも参加している卒業生もいます。

「まぼろしの夜景を見る」という経験を共にし、上流と下流、流域市民の間で、ダムの恩恵と共に

その地域にあった人々の生活を回想することで共感的理解を創出しようとする意義の深い

プロジェクトです。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日吉ダム（2023 年 11 月 4 日撮影） 

 

 

ダムデータ（独立行政法人 水資源機構より） 

 

所 在 地：京都府南丹市 

河 川 名：淀川水系桂川 

型 式：重力式コンクリートダム 

ゲ ー ト：高圧ラジアルゲート×２門 

ラジアルゲート×４門 

堤 高：６７メートル 

堤 頂 長：４３８メートル 

総貯水容量：６,６００万立方メートル 

管 理 者：水資源機構 

本体着工年：１９９３年 

完 成 年：１９９８年 

 
 

「天若湖」 

１９９８年４月に完成した日吉ダムにできたダム湖（近畿では最大規模のダムでダム湖百選に選ば

れている)。「天若」と呼ばれていた地域名から「天若湖」と名づけられました。 

 

まぼろしの夜景を再現した天若湖（２０２３年１１月４日撮影） 

ＧＰＳを使って当時あった建物の位置を一つ一つ測定し、その真上にあかりを丁寧に置いていき

ました。 



旧湯浅孝氏民家（２０２３年１１月４日、南丹市日吉町にて撮影） 

南丹市日吉町字天若の沢田地区に建っていた民家で、所有者の湯浅孝氏から譲り受けて移築

されたものです。 

 

 

天若湖アートプロジェクトは、「まぼろしの夜景を見る」という経験を共にすることで、上流と下流、

流域市民の間での共感的理解を創出しようとするプロジェクトです。 

今回は水没した５集落のうち世木林、沢田の２集落の夜景を再現しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

   あかりの設置について説明する 

   理工学部 都市環境工学科の石田教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  右側から石田教授、PBL プロジェクトの 

        学生たち、実行委員会の方 

 

  

早朝からあかりを設置準備する学生たちと、設置の様子 

 

■内容に関するお問い合わせ先 

摂南大学 学長室 企画課（担当：池田） 

TEL: 072-839-9450 （直通・月～土）9：00～17：00 

■本件発信部署・取材のお申し込み先 

学校法人常翔学園 広報室（担当：石村、上田）TEL:06-6954-4026 Koho@josho.ac.jp 
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